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シラスウナギ（ウナギ稚魚）の
採捕についてのお知らせ

　令和４年1２月11日から令和５年３月
２5日まで、県内各河川において、シ
ラスウナギの採捕が行われています。
　シラスウナギを採捕できるのは、
知事の許可を受けた方であり、許可
を受けていない方が採捕すると、法
令違反として検挙されます。
　また、「うなぎ稚魚の取扱いに関す
る条例」に基づく県の登録を受けずに、
全長２5センチ以下のウナギの稚魚の所
持・譲り受けなどを行った場合も同様
に検挙されますのでご注意ください。
　  宮崎県農政水産部漁業管理課

（ 〒880‐8501　宮崎市橘通東2-10-1）
☎0985 ‐ 2 6 ‐ 7146

令和５年住宅・土地統計調査
単位区設定の実施について

　住宅・土地統計調査とは、住宅など
の人が居住する建物を調査し、耐震
防災対策、空き家対策などに役立て
ることを目的としています。この調査
に先立ち、調査区域を明確にするた
め、調査単位区の設定事務を行います。
● 調査期間＝１月から３月まで
● 調査区域＝串間市域（戸別調査は

ありません)
● 調査方法＝地図を元に指導員が現

地境界を確認する方法

漁　業

問

生　活

※ 指導員をかたり個人情報を詐取す
る「かたり調査」にご注意くださ
い。指導員は県知事が発行した「指
導員証」を携帯しています。

　  総合政策課情報統計係 
☎5 5 ‐ 1154

新型コロナウイルス感染症に
関する傷病手当金の手続き 

延長のお知らせ
　この「傷病手当金」は、新型コロ
ナウイルス感染症への感染などによ
る病気休業により、収入の減少が
あった世帯の生活を保障するための
給付金です。対象期間が３カ月延長
されましたのでお知らせします。
● 対象期間
　令和２年１月１日～令和５年３月
31日まで（※今後さらに変更になる
場合があります）
制度の概要
● 対象者
　給与収入のある国民健康保険・後
期高齢者医療保険の被保険者のうち、
新型コロナウイルス感染症に感染し
た方、または発熱などの症状があり
感染が疑われる方
● 支給要件
　新型コロナウイルス感染症に感染
などの理由により仕事ができず、収
入が減少した場合
● 支給金額
　労務に服していれば本来受給でき
た給与収入の３分の２にあたる額を

問

申　請

傷病手当金として支給
詳しくは電話にてお問い合わせください。
　  医療介護課医療保険係 

☎7  2 ‐ 0333（内線513）

「障害者控除対象者」 
認定について

　所得税、地方税上の障害者控除ま
たは特別障害者控除は、障害者手帳
などの交付を受けている方が対象と
なっています。しかし、65歳以上の
方で、身体障がい者などに準ずる者
として福祉事務所長が認定した場合
には、障害者控除または特別障害者
控除を受けることができます。
● 対象者
　市内在住の65歳以上の方で、原則
として介護認定を受けており、次の
いずれかに該当する方
・ 身体障害者手帳の交付を受けてい

る方と同等の障がい程度の方
・ 療育手帳の交付を受けている方と

同等の障がい程度の方
・ 常に就床を要し、複雑な介護を要

する寝たきりの方
※ 認定を受けるには申請が必要とな

ります。身体障害者手帳などをす
でにお持ちの方、本人または扶養
者が非課税で申告する必要の無い
方は該当しません。

● 認定の申請に必要なもの＝申請書
（福祉事務所にあります）

　  福祉事務所自立支援係 
☎7 2 ‐ 1123（内線504）

問

福　祉

問

　　　　　令和４年度社会福祉功労者等宮崎県知事表彰受 賞

　多年にわたり、社会福
祉の増進に貢献された社
会福祉功労者に対する宮
崎県知事表彰において、
串間市から1２名の方が受
賞され、表彰状と記念品
が贈られました。

表彰部門 氏名（敬称略）
社会福祉功労
　民生委員・児童委員功労表彰 平木　礼子

社会福祉事業功労
　社会福祉事業施設職員

上米良 千惠子 三橋 まゆみ
清水 千惠子 小川 とよ子
瀨口 まり子 上園 葉子
松竹 惠子

社会福祉事業功労
　高齢者クラブ関係功労者

森　光昭 池田 健一
野邊 忠德

社会福祉関係自助努力者
　家庭介護功労者 藤本　紀子

九州電力・ 
九州電力送配電から 

冬季の節電ご協力のお願い
　令和４年度冬季の九州エリアの電
力需給は、10年に一度の厳しい寒さ
を想定した需要に対して、安定供給
に最低限必要な予備率３％を確保で
きる見通しではあるものの、想定を
超える電力需要の増加やウクライナ
情勢の影響などにより燃料供給が途
絶えるリスクの継続など、引き続き
予断を許さない状況です。
　市民の皆さまにおかれましても、
無理のない範囲でできる限りの節電
にご協力いただきますようお願いい
たします。
● 節電をお願いしたい期間（政府要請）＝

令和４年1２月１日（木）～令和５年
３月31日（金）の終日

　  九州電力株式会社日南営業所 
☎0120 ‐ 879 ‐ 561 

（通話料無料）

有明小児童が味覚に 
ついて理解深める

　有明小学校で10月２7日、五感で味
わうことの大切さを学ぶ「味覚の授
業」が行われました。道の駅くしま
指定管理者、株式会社海山社中の取
締役専務であり料理人の吉岡良

りょう
祐
すけ

さ
んが講師となり、５年生に「塩味、
甘味、酸味、苦味、うま味」の「五
味」が味の基本であることなどを説
明。その後児童は、塩やチョコなど
の調味料や食品を目をつぶるなどし
ながら試食し、それぞれの味覚の違
いを体験していました。
　村中美

み
桜
おん

さんは「いろんな味覚を
理解できてよかった」と話していま
した。

大束・大平小児童が 
甘藷の集出荷場を見学

　ＪＡ串間市大束青年部は10月２7日、
小学生に地元の農業を知ってもらう

「農家のおじちゃんと語る会」をＪ
Ａかんしょセンターなどで行いまし
た。大束・大平小学校の５年生２４人
が参加。
　児童たちは初めに同センターを訪
れ、洗浄や選別、箱詰め作業など、
出荷までの一連の工程を見学。その
後大束小学校の運動場で農業用ド
ローンの実演を見学し、最後は同Ｊ
Ａ女性部と甘藷入りのカレーとポテ
トサラダを調理してみんなで味わい
ました。

生　活
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教　育 教　育

問い合わせ先　市民生活課市民係　☎７２‐１１１７（内線２２５・２２６）／ 都城年金事務所　☎０９８６‐２３‐２５７１
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す
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学
生
な
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保
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が
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（
毎
年
手
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で
す
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国
民
年
金
保
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証
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書
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で
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で
き
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！
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マ
イ
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ポ
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メ
ニ
ュ
ー
の
「
そ
の
他
の
便
利
機
能
を
利
用
す
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」
か
ら
「
通
知
書
の
再
交
付
申
請
」
を
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択

③
受
け
取
る
方
法
で
「
電
子
送
付
」
を
選
択

「第２回くしま検定」回答　P4、5で行った「くしま検定」の答えです。
■地理・観光・食…		①パカラパカ（PAKALAPAKA）　②はるこま（春駒）　③A（イモ）　④C（よかむん）　⑤ヤマダイ　⑥B（アサヒガニ）　⑦とんじゃか　 

⑧A（都井岬ソテツ自生地）

■歴　史	 ………⑨A（山
やま

幸
さち

彦
ひこ

）　⑩B（約200カ所）※1999年調査　⑪C（櫛
くし

間
ま

城）　⑫B（秋
あき

月
づき

種
たね

長
なが

）　⑬B（1962年）　⑭C（井
い

手
で

綾
あや

香
か

さん）
■市　政	 ………⑮A（11月３日）　⑯カーボン　⑰B（約12万冊）　⑱A（高鍋町）　⑲よか　⑳左：とい、右：みさき
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